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　６月 30 日、小林西高
校生が市の現状や課題
について調べ、地域社
会を学ぶ授業が行われ
ました。農畜産業の担
い手不足、観光スポット、集客イベントの３つの
分野について市職員が市の取り組みを紹介し、生
徒たちと意見を交わしました。

小林西高校生が地域の課題を探求

　６月 27 日、地元産ブ
ドウ 100 ㌫のワインを
醸造・販売する小林生
駒高原葡萄酒工房の創
業１周年を祝う「感謝
のつどい」が開かれました。同工房は、市と企業
立地協定を結ぶ㈱ NPK が昨年６月に創業。１年
間で約１万６千人の観光客が訪れました。

小林生駒高原葡萄酒工房が１周年

　 ７ 月 ２ 日、 森
も り お か

岡
與

よ つ お

津男さんが、大淀川
水系水質汚濁防止対策
連絡協議会から功労者
として表彰され、市役
所で伝達式が行われました。森岡さんは、河川の
水質や環境の監視、河川浄化の啓発など、河川浄
化等推進員として 10 年以上活動を続けています。

地域の河川を守って長年にわたり活動

　７月１日、地域社会
の発展に長年貢献して
きた区長に、県自治会

（区会）連合会の永年勤
続表彰が伝達されまし
た。倉

く ら た

田富
と み お

夫さん（細野一区）、髙
こ う づ ま

妻賢
よ し お

士さん（細
野二区）、中

な か や ま

山敏
と し あ き

章さん（南真方西区）、前
ま え だ

田信
の ぶ し

志
さん（堂屋敷区）に表彰状が贈呈されました。

地域の発展のために 10 年以上尽力

　 ７ 月 ６ 日、 小 林 市
地 域 婦 人 連 絡 協 議 会

（上
う え は ら

原裕
ゆ う こ

子会長）が、学
校や福祉施設に手作り
ぞうきん約２千枚を寄
贈しました。コロナ禍の中で、地域や子どものた
めに何かしたいと野尻支部が発案。ご近所の協力
を得るなどして集めたタオルを活用しました。

子どもたちへぞうきん約２千枚寄贈

　７月１日、「第 70 回
社 会 を 明 る く す る 運
動」の内閣総理大臣メッ
セージ伝達式が市役所
で行われました。犯罪
や非行、再犯を防止し、過ちを犯した人の立ち直
りに理解を深めることを目指す運動で、今年は新
型コロナの影響で伝達式のみが行われました。

犯罪や非行のない安心安全な社会へ

上田さんは東京都出身。移住先を探して全国を旅する中で昨年小林を訪
れ、小林で就農することを決意しました（前列左から４人目が上田さん）

きゅうり農家を目指して
トレーニングセンター２期生入講
　７月８日、アグリトレーニングセンター第２
期生の入講式が JA こばやしで行われました。
センターは、施設園芸農家を目指す新規就農者
が、きゅうりの栽培管理や農業経営を２年間学
ぶことができる施設。研修生の上

う え だ

田慎
し ん じ

二さんは
「農業を通じて地域の人たちとつながりを持て
るようにがんばりたい」と話していました。 霧島岑神社宮司の上

う え の そ の

之薗富
と み お

雄さんは「神社は元々地域とともにあるもの。
地元の人に協力してもらえてありがたい」と話していました

細野まち協が行事をサポート
霧島岑神社で「夏

な ご し

越の祓
はらえ

」
　６月 30 日、霧島岑神社で伝統行事「夏越の
祓」が行われ、地域住民約 30 人が参加しました。
参加者は神事の後に、社殿前に設けられた直径
約２ｍの「茅

ち

の輪
わ

」をくぐって無病息災を祈願。
「茅の輪」は、これまで氏子総代によって作ら
れてきましたが、今年は初めて細野まちづくり
協議会の協力で作成されました。

個人 47 人と企業を含めた 33 団体から、米、野菜、即席麺や調味料な
ど多くの食品などが寄贈されました

コロナに負けんど！
地域の愛で子育てを応援
　７月 11 ～ 12 日、社会福祉センター本館ほか
で「コロナに負けんど～子育て応援プロジェク
ト」（主催：市社会福祉協議会）が開催されま
した。家庭で余っている食品や包装の傷により
商店で販売できない食品や、子どもを応援した
い企業・団体からの寄贈品を、コロナの影響を
受けた子育て世帯に配布しました。
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　「令和２年７月豪雨災害」により、各地で多数の方々が甚大な被害を受けました。日本赤十字社
では、この災害で被災された方々を支援するために、義援金を受け付けています。
　また、市役所では募金箱を設置しています。皆さまの温かいご支援をお願いします。

「令和２年７月豪雨災害義援金」を受け付けています

令和２年７月豪雨災害義援金
12 月 28 日（月曜）まで
ゆうちょ銀行
00110‐8‐588189
日赤令和２年７月豪雨災害義援金

◆ 義援金名称
◆ 受付期間
◆ 受付金融機関
◆ 口座記号番号
◆ 口座名義
◆ その他

口座振込による募金

・受領証の発行を希望する場合は、通信欄に「受領
　証希望」と記載ください
・ゆうちょ銀行、郵便局窓口での取り扱いの場合、
　振替手数料は免除されます
・郵便局以外の口座振込については問合せください

12 月 28 日（月曜）まで
本館１階ロビー、東館１階ロ
ビー、須木庁舎・野尻庁舎ロビー
領収書が必要な人は福祉課に連
絡ください

◆ 受付期間
◆ 設置場所

◆ その他

●問
日本赤十字社宮崎県支部 　℡ 0985-22-4045

募 金 箱

●問
福祉課　℡ 23‐0111


